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ジウム(知念村,沖縄, 1997.10.25) 
○箱山洋（科学技術振興事業団）,西村定一, 巖佐庸, 井口恵一朗, “フナ有性・無
性集団の共存” 第 16回日本動物行動学会大会(京都大学総合人間学部, 
1997.11.28-30.) 
○益永茂樹（横浜国立大学）, “人の健康と生物の絶滅のリスク評価” 東京大学海
洋研究所共同利用シンポジウム(東京大学海洋研, 1997.12.12) 
○箱山洋（科学技術振興事業団）, “生態リスク評価と保全” 東京大学海洋研究所
共同利用シンポジウム(東京大学海洋研, 1997.12.12) 
○箱山洋（科学技術振興事業団）, 西村定一, 巖佐庸, 井口恵一朗., “フナ類の無
性集団と有性集団の共存メカニズム” 第 45回日本生態学会大会(京都大学, 
1998.3.26-29.) 
○吉武英昭（横浜国立大学）, “種々の鉄酸化物上の二酸化窒素－プロピレン光
反応の速度と大気反応速度の検討” 日本化学会第 74回春季年会(同志社大学, 
1998.3.27-30) 
○田中嘉成（横浜国立大学）, “個体群の絶滅確率に基づく生態リスク評価” 第
45回 日本生態学会大会(京都大学, 講演要旨集 p7,S6-5, 1998.3) 
○田中嘉成（横浜国立大学）, 中西準子., “化学物質の集団レベル効果と絶滅リ
スク－ミジンコを用いた LAS12とノニルフェノールの生態毒性試験の結果から
－” 第 4回バイオアッセイ研究会・日本環境毒性学会(立命館大学, 講演要旨集
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p32, B-05, 1998.4) 
○益永茂樹（横浜国立大学）, 小倉勇, 中西準子, 桜井健郎., “東京湾と霞ヶ浦流
域におけるダイオキシン類の収支” 第７回環境化学討論会(京都, 1998.6) 
○鈴木邦雄（横浜国立大学）, “農生態系と有用植物資源 「アジア・オセアニア
における環境と人間の調和」” 日産学術財団第 37回発表会(1998.7) 
○鈴木規之（金沢工業大学）, 安田正志, 中西準子., “高速溶媒抽出-GC/MSによ
る土壌中ダイオキシン類の分析” 第一回日本水環境学会シンポジウム(滋賀県草
津市, 1998.9.8) 
○東海明宏（北海道大学）, “化学物質による環境汚染とリスク評価の事例” 第
54回土木学会年次学術講演会(広島大学, 1998.9.22) 
○吉武英昭（横浜国立大学）, 澤田勇生, 工藤昭彦., “鉄酸化物上の窒素酸化物に
よるプロピレン酸化の速度解析” 第 39回 大気環境学会年会(札幌, 北海道, 
1998.9.24-26) 
○中井里史（横浜国立大学）, 新田裕史, 吉川麻衣子他., “学童を対象とした健康
影響継続調査 １．肺機能値の変化に関する検討” 第 39回 大気環境学会年会
(札幌, 北海道, 1998.9.24-26) 
○新田裕史（国立環境研究所）, 吉川麻衣子, 中井里史他., “学童を対象とした健
康影響継続調査 ２．呼吸器症状有症率の年次推移に関する検討” 第 39回 大
気環境学会年会(札幌, 北海道, 1998.9.24-26) 
○増田厚（横浜国立大学）, 梶原秀夫, 益永茂樹, 中西準子他., “大気中ベンゼン
の連続測定とリスク評価” 第 39回 大気環境学会年会(札幌, 北海道, 
1998.9.24-26) 
○鈴木邦雄（横浜国立大学）, “東アジアとオーストラリアにおけるマングロー
ブ植物の分布特性について” 日本マングローブ学会第４回大会(東京農大, 
1998.10.17) 
○巖佐庸（九州大学）, 望月敦史., “ゲノム刷り込みの進化：遺伝子コンフリク
トの結末” 第 17回 日本動物行動学会大会(東京農工大学, 1998.11.21) 
○中丸麻由子（科学技術振興事業団）, “第３者を通じて順位を推測する戦略は
果たして進化的に安定か” 第 17回 日本動物行動学会大会(東京農工大学, 
1998.11.21) 
○箱山洋（北海道区水産研究所）, 井口恵一朗., “集団繁殖の状況におけるオス
フナの配偶者選択” 第 17回日本動物行動学会大会(東京農工大学, 1998.11.21) 
○富田瑞樹（宮城教育大学）, 平吹嘉彦, 鈴木邦雄., “荒廃熱帯湿地の先駆優先樹
木 Melaleuca cajuputi のセーフサイトの検出” 日本植物学会東北支部 第 12回山
形大会(1998.12.12) 
○巖佐庸（九州大学）, 中丸麻由子, “複数集団の絶滅リスクを総合する方法は保
全の目的によってことなる” 地球環境研究総合推進費研究発表会 野生生物集
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団の絶滅プロセスに関する研究(国立環境研究所、1999.2.1-2) 
○井関直政（横浜国立大学）, 益永茂樹, 中西準子., “カワウ Phalacrocorax carbo
におけるダイオキシン類の蓄積特性” 第 33回日本水環境学会年会(仙台, 
1999.3.16) 
○箱山洋（北海道区水産研究所）, 巖佐庸, “絶滅リスク評価：bootstrapに基づい
た近似不偏推定” 第 46回日本生態学会大会(信州大学, 1999.3.27) 
○巌佐庸（九州大学）, 嶋田正和, 矢原徹一., “遺伝的変異は集団の絶滅リスクに
どう影響するか” 第 46回日本生態学会大会(信州大学, 1999.3.27) 
○箱山洋(北海道区水産研究所), 狩野賢司., “魚類の行動と社会 1999” 第 46回日
本生態学会大会(信州大学, 1999.3.27) 
○澤田勇生（東京理科大）, 工藤昭彦, 吉武英昭., “トリクロロフルオロメタンの
Fe薄層酸化物による分解反応と対流圏での寿命” 日本化学会 第 76春季年会(神
奈川大学横浜キャンパス, 1999.3.29) 
○吉田喜久雄（横浜国立大学）, 岡崎聖司, 中西準子., “排出源周辺大気中の化学
物質濃度の空間分布予測手法の開発” 日本化学会 第 76春季年会(神奈川大学横
浜キャンパス, 1999.3.29) 
○渡辺美雪（横浜国立大学）, 伊藤公紀, 村林眞行., “土壌細菌の 16Sリボゾーム
DNAに基づく環境診断Ⅰ．原理” 電気化学会(横浜, 1999.3.31) 
○伊藤公紀（横浜国立大学）, 村林眞行他., “土壌細菌の 16Sリボゾーム DNAに
基づく環境診断Ⅱ．鎖長多型電気泳動法に基づく解析” 電気化学会(横浜, 
1999.3.31) 
○伊藤公紀（横浜国立大学）, 村林眞行他., “土壌細菌の 16Sリボゾーム DNAに
基づく環境診断Ⅲ．温度勾配電気泳動法に基づく解析” 電気化学会(横浜, 
1999.3.31) 
○金子信博（横浜国立大学）, “土壌動物を用いた生物指標の検討 ” 第 22回日本
土壌動物学会大会(信州大学農学部, 1999.5.23) 
○井関直政（横浜国立大学）, 益永茂樹, 中西準子., “カワウ Phalacrocorax carbo
卵におけるダイオキシン類の蓄積レベルと地域比較” 第８回環境化学討論会(北
九州市, 1999.7.8) 
○鈴木規之（金沢工業大学）, 安田正志, 中西準子., “非定常環境動態モデルを用
いたダイオキシン類の長期環境動態メカニズムの推定” 第８回環境化学討論会
(北九州市, 1999.7.9) 
○康允碩（科学技術振興事業団）, 山室真澄, 益永茂樹, 中西準子., “水圏生態系
の食物連鎖におけるダイオキシン類の生物濃縮” 第 8回環境化学討論会(北九州
市, 1999.7.9) 
○吉田喜久雄（横浜国立大学）, “環境中における農薬及びダイオキシン類の動
態予測” 第 16回農薬環境動態研究会(つくば市, 1999.9.9) 
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○吉田喜久雄（横浜国立大学）, “ダイオキシンによるリスクレベルの現状” 第
10回環境科学会セミナー(東京大学, 1999.9.27) 
○岡崎誠司（横浜国立大学）, 吉田喜久雄, 中西準子., “排出源周辺大気中の化学
物質濃度の空間分布推定法の開発” 第 40回大気環境学会年会(三重大学, 
1999.9.28-30) 
○増田厚（横浜国立大学）, 原千陽, 伏見暁洋, 梶原秀夫, 益永茂樹, 中西準子., 
“リスク評価のための大気中ベンゼン、NOx、COの連続測定” 第 40回大気環境
学会年会(三重大学, 1999.9.28-30) 
○中村淳一（横浜国立大学）, 小倉勇, 益永茂樹, 中西準子., “大気中におけるダ
イオキシン類の環境動態に関する研究” 環境科学会 1999年会(豊橋, 
1999.11.10-12) 
○板澤勉（横浜国立大学）, 益永茂樹, 中西準子他., “多摩川における女性ホルモ
ン活性” 環境科学会 1999年会(豊橋, 1999.11.10-12) 
○鈴木規之（金沢工業大学）, 安田正志, 中西準子他., “ＰＣＢの長期環境運命予
測－ダイオキシン類との比較－” 環境科学会 1999年会(豊橋, 1999.11.10-12) 
○巖佐庸（九州大学）, “Estimate of population extinction risk and its application to 
ecological risk assessment” 絶滅危惧生物のリスク評価に関する国際ワークショ
ップ(東京大学, 1999.11.14) 
○梶原秀夫（科学技術振興事業団）,伏見暁洋, 増田厚, 中西準子., “日本の環境
大気中ベンゼンの暴露評価とリスクベネフィット分析” リスク研究学会第 12回
研究発表会(東京, 1999.11.19) 
○中丸麻由子（科学技術振興事業団）, “DDT の生態リスク評価ーセグロカモメ
の生態濃縮を例にー” シンポジウム『環境と数理 : 環境の影響に関する数理モ
デル』(岡山大学環境理工学部, 1999.11.26-27) 
○中丸麻由子（科学技術振興事業団）, 佐々木顕., “第三者を通じて順位を推測
する戦略は果たして進化的に安定か” 人間行動進化学研究会(東京, 
1999.12.11-12) 
○東海明宏（北海道大学）, “環境リスクの比較、評価、管理―その目的と展望”
第 15回環境工学連合講演会講演論文集(東京, 学術会議, 2000.2.2) 
○中丸麻由子（科学技術振興事業団）, 巖佐庸, 中西準子., “DDTの絶滅リスク
－セグロカモメの生態濃縮を例に” 第 34回水環境学会 (京都大学, 2000.3.16-18) 
○姜京順（横浜国立大学）, 渡辺美雪, 伊藤公紀, 村林眞行., “土壌細菌の 16Sリ
ボソームＤＮＡに基づく環境診断Ⅳ．ＤＮＡ抽出法の効率と作業性の比較” 第
34回水環境学会(京都大学, 2000.3.16-18) 
○渡辺美雪（横浜国立大学）, 伊藤公紀, 村林眞行., “土壌細菌の 16Sリボソーム
ＤＮＡに基づく環境診断Ｖ．広域選択性ＰＣＲプライマーの設計と応用” 第 34
回水環境学会(京都大学, 2000.3.16-18) 
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○内藤航（横浜国立大学）,中西準子, 宮本健一, Steven M. Bartell., “化学物質の生
態系リスク評価における生態系モデルの有効性の検討” 第 34回水環境学会(京
都大学, 2000.3.16-18) 
○中丸麻由子（科学技術振興事業団）, 巖佐庸, 中西準子., “生物集団の絶滅リス
クにもとづいた環境政策評価” 第 47回日本生態学会(広島大学, 2000.3.23-26) 
○中丸麻由子（科学技術振興事業団）, 巖佐庸, 中西準子., “絶滅リスクによる
DDTの影響評価：セグロカモメの例より” 第 47回日本生態学会(広島大学, 
2000.3.23-26) 
○村上順（横浜国立大学）, 井坂康弘, 伊藤公紀, 村林眞行., “土壌細菌の
16SrDNAに基づく環境診断（Ⅶ）電気泳動法によるＧＣ含量多型解析” 電気化
学会第 67回大会(2000.4.4) 
○姜京順（横浜国立大学）, 伊藤公紀, 村林眞行., “土壌細菌の 16SrDNAに基づ
く環境診断（Ⅵ）プライマーの組み合わせによる土壌細菌の分布パターンの検

討” 電気化学会第 67回大会(2000.4.4) 
○古市琢磨（横浜国立大学）, 三木芳恵, 丸山若重, 益永茂樹, 中西準子.,”MVLN
細胞を用いたエストラゲン抱合体の女性ホルモン活性の測定” 第６回バイオア
ッセイ・日本環境毒性学会合同発表会(摂南大学, 大阪府枚方市, 2000.9.11-12) 
○井関直政（横浜国立大学）, 益永茂樹, 中西準子., “カワウ一腹卵におけるダイ
オキシン類の濃度分布” 日本鳥学会 2000年度大会(北海道大学, 札幌, 
2000.9.15-17) 
○吉田喜久雄（横浜国立大学）,中西準子., “日本における 2,3,7,8-TCDDによる発
がんリスクの推定” 環境科学 2000年会(明海大学, 浦安, 2000.9.19-21) 
○小倉勇（横浜国立大学）, 中村淳一, 益永茂樹, 中西準子., “ダイオキシン類の
環境中形態とそれに基づく沈着挙動” 環境科学 2000年会(明海大学, 浦安, 
2000.9.19-21) 
○姚元（科学技術振興事業団）, 益永茂樹, 中西準子., “ダイオキシン類の主要発
生源とその変遷 －東京湾堆積物による解析－” 環境科学 2000年会 (明海大学, 
浦安, 2000.9.21) 
○岸本充生（資源環境総合研究所）, 岡敏弘, 吉田喜久雄, 中西準子., “一般廃棄
物焼却施設におけるダイオキシン排出削減対策の費用効果分析” 環境経済・政
策学会 2000年大会(つくば国際会議場, 2000.10.1) 
○中丸麻由子（静岡大学）, “DDT の生態リスク評価－水鳥（セグロカモメ）・
猛禽類（ハイタカ）の絶滅リスクを例に－” 第 13回日本リスク学会年会(東京, 明
治大学駿河台キャンパス, 2000.11.18-19) 
○中丸麻由子（静岡大学）, “猛禽類の絶滅リスク評価：有機塩素系殺虫剤によ
るハイタカの個体数減少を例に” 第 48回日本生態学会(熊本県立大学, 
2001.3.27-30) 
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○原千陽（横浜国立大学）, 鈴木宏典, 梶原秀夫, 大井明彦, 宮本高志, 中西準子., 
“大気環境中の微小粒子に対する自動車の寄与の把握” 日本化学会第 79春季大
会(甲南大学, 神戸, 2001.3.28) 
○橋本央季（横浜国立大学）, 中井里史, 吉田喜久雄, 中西準子., “ヒト体内にお
けるダイオキシン類の排出半減期の推計” 日本化学会第 79春季大会(甲南大学, 
神戸, 2001.3.29) 
○飯塚隆（横浜国立大学）, 井関直政, 羽山伸一, 益永茂樹, 中西準子., “カワウ
体内におけるダイオキシン類の蓄積と分布” 第 10 回環境化学討論会(松山市愛
媛県県民文化会館, 2001.5.24) 
○井関直政（横浜国立大学）, 羽山伸一, 益永茂樹, 中西準子., “東京湾のカワウ
におけるダイオキシン類曝露のリスク変遷” 第 10 回環境化学討論会(松山市愛
媛県県民文化会館, 2001.5.24) 
○益永茂樹（横浜国立大学）, 姚元, 小倉勇, 桜井健郎, 中西準子., “ダイオキシ
ン類のコンジェナー情報に基づいた汚染源解析手法” 第 10 回環境化学討論会
(松山市愛媛県県民文化会館, 2001.5.24) 
 
国際ワークショップ（横浜国立大学） 
 
第 1回(1998.1.22-23) 
全体集会 
Proceedings of the 1st International Workshop on Risk Evaluation and Management of 
Chemicals. 
○中西準子（横浜国立大学）, “化学物質のリスク管理原則の探求” 
○John D. Graham (Harvard Center for Risk Analysis, U.S.A.), “The Prospects for 
Science-Based Reform of Public Health and Environmental Regulation in the United 
States” 

○益永茂樹（横浜国立大学）, “我が国におけるダイオキシン類の源と挙動解析” 

○Job van Zorge (Ministry of Housing, Spatial Planning and Environment, The 
Netherlands), “The Dioxin Problem in the Netherlands: Regulatory Approach and its 
Impact on Emission and Human Exposure” 

○Steven M. Bartell (SENES Oak Ridge Inc., U.S.A.), “Ecological Risk Assessment in 
the U.S.: Methodologies and Practice” 

○厳佐庸（九州大学）, “種の絶滅確率にによる生態リスク評価手法” 

 

第一分科会（モニタリング、運命予測モデル、人の健康リスク評価） 

○梶原秀夫（科学技術振興事業団）, “日本全体を対象にしたベンゼンの健康リ
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スク評価” 

○桜井健郎（国立環境研究所）, “日本におけるダイオキシン類の発生源につい
て －主成分分析の結果” 

○小倉勇（横浜国立大学）, “大気沈着ダイオキシン類の量と質” 

○吉田喜久雄（横浜国立大学）, “ダイオキシン類の環境動態シミュレーション” 

○中西準子（横浜国立大学）, “リスク評価手法からみたダイオキシン問題” 

 

第二分科会（生態リスク評価） 

○箱山洋（科学技術振興事業団）,  “生態リスク評価：絶滅の数理モデルと淡水
魚類モデルケースの評価” 

○田中嘉成（横浜国立大学）, “個体群の絶滅確率推定と生態リスク評価” 

○宮本健一（物質工学工業技術研究所）, “化学物質の湖沼環境における生態リ
スク評価－CASMを用いたケーススタディ” 

○松田裕之（東京大学）, “内分泌攪乱物による生態リスク” 

 

第 2回(1999.1.27-29) 
Proceedings of the 2nd International Workshop on Risk Evaluation and Management of 
Chemicals. 

全体集会 

○益永茂樹（横浜国立大学）, “ダイオキシン類の発生と曝露の変遷解析に向け
て” 

○Kevin C. Jones (Lancaster University, U.K.), “PCDD/Fs in the United Kingdom: Past, 
Present and Future Prospects” 

○松田裕之（東京大学）, “生態リスク解析に基づく環境アセスメントと生態系
管理” 

○Scott Ferson (Applied Biomathematics, U.S.A.), “Ecological Risk Assessment Based 
on Extinction Probability of Populations” 

○Lester B. Lavel (Carnegie Mellon University, U.S.A.), “Managing Chemical Risks: 
The U.S. Experience” 

○岡敏弘（福井県立大学）, “環境政策のリスク便益分析 ―成果と展望―” 

 

第一分科会（モニタリング、人の健康リスク評価、リスク･マネジメント） 

○小倉勇（横浜国立大学）, “関東における大気沈着ダイオキシン類の量と性状” 

○梶原秀夫（科学技術振興事業団）, “自動車由来のベンゼンに対する曝露アセ
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スメント” 

○吉田喜久雄（横浜国立大学）, “有害大気汚染物質の暴露評価における不確実
性の解析” 

○岸本充生（資源環境技術総合研究所）, “日本における生命リスク削減対策の
費用対効果” 

○中西準子（横浜国立大学）, “内分泌撹乱物質のリスクランキングのための枠
組み” 

 

第二分科会（生態リスク評価） 

○東海明宏（北海道大学）, “水生生物への影響を考慮した地域水系における化
学物質のリスク評価” 

○内藤航（横浜国立大学）, “諏訪湖を対象とした化学物質の生態リスク評価：
モデリングアプローチ” 

○箱山洋（北海道区水産研究所）, “生態リスク評価：カノニカルモデルの頑強
性に関して” 

○伊藤公紀（横浜国立大学）, “16S rDNA による土壌細菌の多様性解析手法の検
討” 

○鈴木邦雄（横浜国立大学）, “熱帯湿地林の生物多様性と生態リスク” 

○田中嘉成（横浜国立大学）, “内分泌撹乱物質の個体群レベル効果について” 

 

第 3回(200.1.26-28) 
Proceedings of the 3rd International Workshop on Risk Evaluation and Management of 
Chemicals. 

全体集会 

○中西準子（横浜国立大学）, “本研究プロジェクトの到達点：ダイオキシン研
究の紹介” 

○George M. Gray（Harvard School of Public Health）, “Characterizing Risks for Sound 
Risk Management” 

○James Dragun (Dragun Corporation ＆ University of Massachusetts), “Historical 
Perspective ：Setting Soil Cleanup Levels in the U.S.” 

○田中嘉成（横浜国立大学）, “化学物質の生態リスク分析－個体群レベル影響
解析への進展” 

○Nicholas JL Green ( Lancaster University, U.K), “PCDD/Fs in the UK: Quantifying 
the Link Between Emissions and Human Exposure” 

○蒲生昌志 (資源環境技術総合研究所), “リスク評価・管理における健康リスク
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の定量化－考え方と適用－” 

 

第一分科会（モニタリング、人の健康リスク評価、リスク･マネジメント） 

○姚元（科学技術振興事業団）, “東京湾堆積物から見たダイオキシン類汚染の
歴史的変遷” 

○康允碩（科学技術振興事業団）, “魚類中のダイオキシン類の濃度と組成の経
年変化” 

○益永茂樹（横浜国立大学）, “ダイオキシン類の流域内挙動の総合解析－宍道
湖の事例研究－” 

○吉田喜久雄（横浜国立大学）,” 数理モデルによる日本人のダイオキシンレベ
ルの推定：過去から将来に亘る変遷” 

○伏見暁洋（横浜国立大学）, “PRTR データを用いた大気汚染物質のリスク評
価：大気拡散モデルによるアプローチ” 

○岡崎聖司（横浜国立大学）, “大気汚染物質の排出源推定法の開発” 

 

第二分科会（生態リスク評価） 

○巖佐庸 （九州大学）, “生物集団の絶滅リスクにもとづいた化学物質の適応的
管理” 

○中丸麻由子（科学技術振興事業団）, “DDTの生態リスク評価－ロングアイラ
ンドのセグロカモメの生態濃縮を例に－” 

○内藤航（横浜国立大学）, “生態系モデルを利用した化学物質の生態リスク評
価” 

○松田裕之（東京大学）, “長寿命無脊椎動物の絶滅リスク評価” 

○岡敏弘（福井県立大学）, “「期待多様性損失」指標を用いた生態系リスク評
価とリスク便益分析” 

○金子信博 （横浜国立大学）, “土壌動物を使った土壌汚染に関する生態リスク
評価” 

 

第 4回(2001.1.29-31) 
Proceedings of the 4th International Workshop on Risk Evaluation and Management of 
Chemicals. 

全体集会 

○中西準子（横浜国立大学）, “化学物質のリスク評価研究の成果とさらなる飛
翔－リスク評価手法の研究の進展－” 
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○Martin van den Berg （University of Utrecht）, “Halogenated Endocrine Disruptors in 
Wildlife: Is there (still) a Global Problem ?” 

○Margaret Simonson (Swedish National Testing and Research Institute), “Evaluation 
of the Ecological Costs and Benefits of Fire Safety：A Case Study of Brominated Flame 
Retardants” 

 

環境挙動・健康リスク評価セッション 

○益永茂樹（横浜国立大学）, “組成情報に基づいたダイオキシン類の汚染源お
よび挙動の解析” 

○吉田喜久雄（資源環境技術総合研究所）, “数理モデルから見たダイオキシン
類のリスク” 

○梶原秀夫（新潟大学）, “ベンゼン排出量の削減と日本人の健康リスク” 

○康允碩（科学技術振興事業団）, “宍道湖及び東京湾の食物連鎖におけるダイ
オキシン類の動態について” 

 

生態リスク評価セッション 

○巖佐庸 （九州大学）, “生物集団の絶滅にもとづいた化学物質の生態リスク評
価” 

○中丸麻由子（科学技術振興事業団）, “DDT管理のための生態リスク・ベネフ
ィット解析について” 

○井関直政（横浜国立大学）, “カワウにおけるダイオキシン類曝露と生存リス
ク評価” 

○村田麻里子（横浜国立大学）, “ダイオキシン類の野生生物個体群への影響評
価－カワウ個体群のケーススタディ－” 

 

リスク管理・経済評価セッション 

○岡敏弘（福井県立大学＆科学技術振興事業団）, “リスク便益分析とリスク管
理－成果と課題－” 

○松田裕之（東京大学海洋研究所＆科学技術振興事業団）, “生態学におけるリ
スク－利益分析” 

○蒲生昌志（資源環境技術総合研究所）, “日本における化学物質リスクランキ
ング” 

○岸本充生（資源環境技術総合研究所）, “ダイオキシン排出削減対策の社会経
済評価” 
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（２）－② ポスター発表（国内 18件、海外 24件） 
 
海外 
○Susumu Konuma（東京大学工学部）, Junko Nakanishi, et al., “Risk assessment of 
mercury pollution in the Amazon by analysis of human hair samples” International 
Conference on Human Health Effects of Mercury Exposure(Faroe Islands, 
1997.6.22-26) 
○Junko Nakanishi（横浜国立大学）, Susumu Konuma, Teiichi Oikawa, M C N 
Pinheiro., “Risk-Based Evaluation of Countermeasures against Mercury Pollution in  
The Amazon and Minamata.” Society for Risk Analysis(ワシントン DC, USA, 
1997.12.10) 
○K Miyamoto（物質工学工業技術研究所）, S Masunaga, J Nakanishi, S M Bartell., 
“Assessing the Ecological Risk of Chemicals in Japanese Aquatic Environment” 
Society for Risk Analysis(ワシントン DC, USA, 1997.12.10) 
○Masashi Gamo（資源環境技術総合研究所）, Junko Nakanishi, “Risk Trade-Off in 
Disinfection of Drinking Water：Loss of Life Expectancy as a Measure of Risk” Society 
for Risk Analysis(ワシントン DC, USA, 1997.12.10) 
○Satoshi Nakai（横浜国立大学）, Yuji Nitta, Takashi Yamada et al., “Validity of Fixed 
Monitoring Station Data for Personal Exposure Levels in Japan” The 10th International 
Conference of the International Society for Environmental Epidemiology & the 8th 
Conference of the International Society of Exposure Analysis(ボストン, USA, 
1998.8.15-18) 
○Kenichi Miyamoto（物質工学工業技術研究所）, Shigeki Masunaga, Junko 
Nakanishi et al., “Ecological Risk Analysis Incorporating Interspecies Interactions in a 
Japanese Lake” Society of Environmental Toxicology and Chemistry(シャーロット, 
USA, 1998.11.17) 
○Junko Nakanishi,（横浜国立大学）, Kikuo Yoshida., “Assessment and Management 
of Human Health Risk Due to Dioxin-Like Compounds in Japan” Society for Risk 
Analysis(Phoenix, Arizona, USA , 1998.12.6-9) 
○Hideo Kajihara（科学技術振興事業団）, Satoru Ishizuka, Shigeki Masunaga, Junko 
Nakanishi., “Estimating and valuing the population risk due to benzene from vehicle in 
Japan” Society for Risk Analysis(Phoenix, Arizona, USA, 1998.12.6-9) 
○Masashi Gamo（資源環境技術総合研究所）, Kouichi Ono, Haruyuki Higashino, 
Junko Naknishi., “Individual Variability of Exposure within Fractionated Areas in Risk 
Assessment of Air Pollutants” Society for Risk Analysis(Phoenix, Arizona, USA , 
1998.12.6-9) 
○S Nakai（横浜国立大学）, Y Yanagisawa, Y Ichibe, T Namba, S Ishikawa, et al., 
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“Indoor Air Pollution and Chemical Sensitivity- Measurement of Indoor pesticide levels 
in the northern island of Japan - ” The 8th International Conference on Indoor Air 
Quality & Climate(Edinburgh, Scotland, 1999.8.8-13) 
○S Nakai（横浜国立大学）, J Nakanishi, M Kitamura, H Matsuki, et al., “Indoor air 
quality in houses where children with allergy are living” The 8th International 
Conference on Indoor Air Quality & Climate(Edinburgh, Scotland, 1999.8.8-13) 
○Isamu Ogura（横浜国立大学）, Shigeki Masunaga, Junko Nakanishi., “Flux and 
Characteristics of Atmospheric Deposition of PCDD/Fs and Coplanar PCBs in the 
Kanto Region, Japan” 第 19回国際ダイオキシン会議(イタリア・ベニス, 1999. 
1999.9.12-17) 
○Shigeki Masunaga（横浜国立大学）, Yao Yuan, Isamu Ogura, Satoshi Nakai, Junko 
Nakanishi et al., “Historical Contribution of Different Sources to Environmental Dioxin 
Pollution Estimated from the Lake Shinji Sediment Core” 第 19回国際ダイオキシン
会議(イタリア・ベニス, 1999.9.12-17) 
○Noriyuki Suzuki（金沢工業大学）, Masashi Yasuda, Takeo Sakurai, Junko Nakanishi., 
“Environmental Fate and Origin Estimation of Polychlorinated Dibenzo-p-Dioxins and 
Polychlorinated Dibenzofurans by the Dynamic Multimedia Environmental Fate 
Model” 第 19回国際ダイオキシン会議(ベニス, イタリア, 1999.9.12-9.17) 
○Noriyuki Suzuki（金沢工業大学）, Masashi Yasuda, Takeo Sakurai, Junko Nakanishi., 
“Analysis of Polychlorinated Dibenzo-p-Dioxins and Polychlorinated Dibenzofurans by 
the Acceralated Solvent Extraction (ASE) and HPLC Cleanup” 第 19回国際ダイオキ
シン会議(ベニス, イタリア, 1999.9.12-9.17) 
○Kenichi Miyamoto（物質工学工業技術研究所）, 内藤航, 中西準子, Steven M. 
Bartell他., “Uncertainty Analysis in the Structure of an Ecological Risk Assessment 
Model” SETAC20th Annual Meeting Pennsylvania Convention Center(Philadelphia, PA, 
USA, 1999.11.16) 
○Wataru Naito（横浜国立大学）, Junko Nakanishi, Kenichi Miyamoto, Steven M. 
Bartell, “Evaluation of CASM’s Applicability for site-specific Ecological Risk 
Assessment using Field Data from Lake Suwa” SETAC20th Annual Meeting 
Pennsylvania Convention Center(Philadelphia, PA, USA, 1999.11.16) 
○Atsuo Kishimoto（資源環境技術総合研究所）, Masashi Gamo., “Economic Analysis 
of Reducing Uncertainty in the Regulation of Chemical Substances in Japan” The 
Fourth Princess Chulabhorn International Science Congress(タイ･バンコク, 
1999.11.28-12.2) 
○Masashi Gamo（資源環境技術総合研究所）, Atsuo Kishimoto, Junko Nakanishi., 
“Value-of-Information Analysis on the Examination and Regulation of Chemical 
Substances in Japan” Society for Risk Analysis (アトランタ, USA, 1999.12.7-8) 
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○Shigeki Masunaga（横浜国立大学）, Yuan Yao, Isamu Ogura, Junko Nakanishi, 
Yutaka Kanayama, Masumi Yamamuro., “Behaviors of Dioxins in Lake Shijnji Basin 
during the past 50years” 第 20回国際ダイオキシン会議(Dioxin2000)(モントレー, 
カリフォルニア, USA, 2000.8.13-17) 
○Yuan Yao（科学技術振興事業団）, Takuzo Takasuga, Shigeki Masunaga, Junko 
Nakanishi., “Congener-specific Analysis and Toxicological Evaluation of PCDDs, 
PCDFs and Co-PCBs in Yusho Rice Oil” 第 20回国際ダイオキシン会議
(Dioxin2000)(モントレー, カリフォルニア, USA, 2000.8.13-17) 
○Yuan Yao（科学技術振興事業団）, Hideshige Takada, Shigeki Masunaga, Junko 
Nakanishi., “PCDDs, PCDFs and Co-PCBs in Tokyo Bay: Sources and Contribution” 
第 20回国際ダイオキシン会議(Dioxin2000)(モントレー, カリフォルニア, USA, 
2000.8.13-17) 
○Jae-Won Choi（愛媛大学）, Muneaki Matsuda, Masahide Kawano, Tadaaki Wakimoto, 
Naomasa Iseki, Shigeki Masunaga, Shin-ichi Hayama, Yutaka Watanuki., “PCDD/Fs 
and Other Chlorinated POPs in Black-Tailed Gulls From Hokkaido, Japan,” 第 20回国
際ダイオキシン会議 (Dioxin2000)(モントレー , カリフォルニア , USA, 
2000.8.13-17) 
○Masashi Gamo（資源環境技術総合研究所）, Tshihiro Oka, Junko Nakanishi., 
“Ranking Risks of Chemical Substances in Japan” Society for Risk Analysis(アーリン
トン, USA, 2000.12.4-5) 
 
国内 
○小倉勇（横浜国立大学）, 益永茂樹, 中西準子., “関東における大気沈着ダイオ
キシン類の量と性状” 第７回環境化学討論会(京都, 1998.6) 
○池田詩野（横浜国立大学）, 吉田喜久雄, 中西準子., “ダイオキシン類異性体の
環境動・暴露評価モデルの構築” 環境科学会 1998年会講演要旨集(1998.10.2) 
○中井里史（横浜国立大学）, 柳沢幸雄, 石川哲他., “室内空気汚染と化学物質過
敏症 第一回室内環境学会研究発表会(東京, 1998.12.8) 
○益永茂樹（横浜国立大学）, 中西準子, “日本の農薬中のダイオキシン類” 第 8
回環境化学討論会(北九州市, 1999.7.6-9) 
○鈴木規之（金沢工業大学）, 安田正志, 中西準子他., “高速溶媒抽出-GC/MSを
用いた土壌環境中のダイオキシン類の分析と調査” 第 8回環境化学討論会(北九
州市, 1999.7.8) 
○姚元（科学技術振興事業団）,  奥田啓司, 高田秀重, 益永茂樹, 中西準子., “東
京湾におけるダイオキシン類汚染の歴史的変遷に関する研究” 第 9回環境化学
討論会 (北海道大学, 札幌, 2000.6.20) 
○康允碩（科学技術振興事業団）, 谷内透, 益永茂樹, 中西準子., “保存された魚
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類中のダイオキシン類の濃度と組成の経年変化” 第 9回環境化学討論会(北海道
大学, 札幌, 2000.6.21) 
○梶原秀夫（科学技術振興事業団）, 原千陽, 増田厚, 中西準子., “都市大気中ベ
ンゼン濃度の連続測定－ガソリンに対する規制の効果－” 第 9回環境化学討論
会(北海道大学, 札幌, 2000.6.21) 
○伏見暁洋（横浜国立大学）, 梶原秀夫, 吉田喜久雄, 中西準子., “PRTRデータ
とモデルを用いた化学物質の大気中濃度予測” 第 9回環境化学討論会(北海道大
学, 札幌, 2000.6.21) 
○小倉勇（横浜国立大学）, 中村淳一, 益永茂樹, 中西準子., “ダイオキシン類の
大気中動態” 第 9回環境化学討論会(北海道大学, 札幌, 2000.6.21) 
○井関直政（横浜国立大学）, 益永茂樹, 中西準子., “カワウ Phalacrocorax carbo
におけるダイオキシン類の曝露評価と体内分布” 第 9回環境化学討論会(北海道
大学, 札幌, 2000.6.21) 
○村田麻里子（横浜国立大学）, 益永茂樹, 中西準子., “ダイオキシン類のカワウ
個体群への影響評価モデル－構築と試算－” 環境科学 2000年会(明海大学, 浦安, 
2000.9.19-21) 
○古市琢磨（横浜国立大学）, 丸山若重, 益永茂樹, 中西準子., “下水処理場各処
理過程におけるエストロゲン活性の挙動” 水環境学会年会(岐阜大学, 2001.3.14) 
○金建成（横浜国立大学）, 康允碩, 山室真澄, 益永茂樹, 中西準子., “水生生物
におけるダイオキシン類の生物濃縮性に関する研究” 水環境学会年会(岐阜大学, 
2001.3.15)  
○内藤航（横浜国立大学）, 益永茂樹, 中西準子, Bartell,S.M,. “生態系モデルを利
用した水田除草剤の生態リスク評価” 水環境学会年会(岐阜大学, 2001.3.16) 
○大西健一（横浜国立大学）, 姚元, 小倉勇, 山室真澄, 金井豊, 益永茂樹,中西
準子., “宍道湖におけるコプラナーPCB汚染の歴史的変遷に関する研究” 第10回
環境化学討論会(松山市愛媛県県民文化会館, 2001.5.24) 
○小倉勇（産業技術総合研究所）, 益永茂樹, 中西準子., “大気中ダイオキシン類
の排出から沈着に至る挙動の解析” 第 10 回環境化学討論会(松山市愛媛県県民
文化会館, 2001.5.24) 
○平井祐介（横浜国立大学） , 尾張真則 , 小倉勇 , 益永茂樹 , 中西準子 ., 
“Dioxin-like PCB発生源の PCB異性体分析による推定” 第 10回環境化学討論会
(松山市愛媛県県民文化会館, 2001.5.24) 
 
（４） 受賞等 
（４）－① 受賞 
○中西準子, 平成 10年度「環境管理」誌優秀論文賞, “内分泌攪乱物質―リスク
論考”, 「環境管理」平成 10年 11月号(1999.10.13) 
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○蒲生昌志, 岡 敏弘, 中西準子., 平成 8 年度日本リスク研究学会研究奨励賞 
“The cost per life-saved in the prohibition of chlordane in Japan” (1996.11.21) 
○東海明宏, 平成 12年度日本リスク研究学会奨励賞受賞 
 
（４）－② 新聞報道 
（年.月.日, 新聞名, タイトル） 
○1993.1.20, 朝日新聞, ＣＰを環境対策の柱に 
○1994.9.1, 朝日新聞, 農業水利権に敬意払い都市用水への転用を図れ 
○1995.8.2, 日本経済新聞, 日本の水を考える 
○1997.2.14, 朝日新聞, ＜ニッポン現場紀行＞重油流出－目に見える汚染は減
っても 
○1997.10.6, 朝日新聞, ＜論壇＞ゴミ処理対策の方向謝るな 
○1998.2.3, 朝日新聞, 東京湾海底のダイオキシン－年間排出量の半分堆積 
○1998.7.20,  日本経済新聞, ＜時論＞環境ホルモン論議は冷静に 
○1998.9.28,  朝日新聞, 環境ホルモンで２氏に聞く 
○1998.11.11, 朝日新聞, 河川・海のダイオキシン－流れ込む農薬に含有 
○1998.11.17, 朝日新聞大阪版, ダイオキシン対策 残る課題 
○1999.1.26, 朝日新聞, アマゾン川流域の水銀汚染「水俣病」の患者確認 
○1999.1.27, 朝日新聞, 除草剤ＣＮＰにダイオキシン 
○1999.2.5, 朝日新聞, アマゾン水俣病の確認－低濃度水銀でも中毒 
○1999.2.10, 毎日新聞, ダイオキシン汚染－判断は冷静に 
○1999.2.21, 読売新聞, 対立－ダイオキシン騒動 
○1999.3.5., 朝日新聞, ＜主張・解説＞国内のダイオキシン汚染－過去の放出大
量に残留 
○1999.3.7, 日本経済新聞, ＜リレー討論＞地球環境の視点忘れずに 
○19993.13, 読売新聞, 首都圏のカワウに高濃度ダイオキシン 
○1999.5.31, 産経新聞, 生態系への影響 総合的に分析 
○1999.5.31, 読売新聞, 除草剤にダイオキシン 
○1999.7.31, 朝日新聞, ダイオキシン・環境ホルモン問題を考えるシンポ 
○1999.8.3, 朝日新聞, リサイクル油にＰＣＢ混入 
○1999.9.5, 読売新聞, まだ残っていたＤＤＴ 
○1999.9.24, 科学新聞, ダイオキシンの主な発生源、過去に大量に使われた農薬 
○1999.12.17, 毎日新聞, コイの生息異常原因に”新顔”？多摩川の水の調査で
判明 
○2000.1.19, 朝日新聞, 生態系管理－答が出てからでは遅すぎる 
○2000.1.29, 朝日新聞, 毒性強いダイオキシン類発生源－半数、今もＰＣＢ 
○2000.2.10, 朝日新聞, 猛毒のﾀﾞｲｵｷｼﾝ類－コプラナーPCB－魚介類から高率で
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検出 
○2000.2.10, 読売新聞, 1970年のダイオキシン汚染－東京湾で現在の 22倍 
○2001.2.12, 日刊工業新聞, 異なるリスクを同じ尺度で換算 
○2001.2.27, 日刊工業新聞, リスク／ベネフィット分析へ－化学物質の危険、定
量的に評価 
 
（５） その他特記事項 
○Workshop の内容が、Chemosphereの特集号として出版される。 
○Proceedings of the 1st International Workshop on Risk Evaluation and Management 
of Chemicalsの出版。 
○Proceedings of the 2nd International Workshop on Risk Evaluation and Management 
of Chemicalsの出版。 
○Proceedings of the 3rd International Workshop on Risk Evaluation and Management 
of Chemicalsの出版。 
○Proceedings of the 4th International Workshop on Risk Evaluation and Management 
of Chemicalsの出版。 
○代表的な fate modelのひとつ、Mackay Model (LevelⅢ)のプログラムの作成と
公開（数十の大学、行政機関から注文があった。教材として使われている。） 
○ホームページ：研究報告の他に、「今日の大気汚染」というページで、毎日の

ベンゼン濃度、NOx濃度、CO濃度を発表。 
○研究メンバーのかなりの者が、環境関係の審議会や検討会に委員として参加

し、この研究結果を活用している。また、積極的に政策提言を行っている。ダ

イオキシン、内分泌攪乱性物質では、中西、益永、生態影響では松田が積極的

な政策提言をしている。 
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